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1．はじめに
　インターネットの普及と情報通信技術の発展により、海外との無料ビデオ
チャットが可能になり、近年これを利用した極めて安価な英会話レッスン
サービスが多数提供されるようになった。ほとんどのサービスは人件費の安
いフィリピンの英語話者を相手とする一対一のレッスンで、安いものでは 1
レッスン（25 分）あたり 100 円程度のサービスも存在する。
　英語を使う機会の「量」を確保することが難しい日本の英語学習者にとっ
て、この安価な英会話レッスンは貴重な学習リソースとなる可能性がある。
フィリピンの英語話者は英語を母国語とするわけではないこと、必ずしも資
格を持つ英語教師ではないことなどの欠点は存在するが、一対一のレッスン
を極めて少ない費用で受講できるということは、量の確保にとって、欠点を
補って余りある利点である。
　津田塾大学情報科学科では、自律的英語学習者を育てるためにコーチング
の考え方を取り入れた英語演習という科目を設置している [1, 2]。英語を使
う量を確保するために、この安価な英会話レッスンを英語演習に導入するこ
とが考えられるが、それが期待通りの効果を上げられるのか、あるいは、ど
のような形態で導入するのが効果的なのかなどはわかっていない。現在の大
学の英語教育では、一対一のビデオチャットによる英会話レッスンはほとん
ど行われていないため、学生にどのように受け入れられるのかがわからない
からである。
　そこで、試験的に情報科学科の学生 16 名に 2 ヶ月間英会話レッスンを受
講してもらい、学生がそれをどのように受け入れたのかを、さまざまな側面
から、質的、量的に調査した。
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2．調査項目
　本研究では、以下の5つの調査項目を立て、調査を実施した。
 
調査項目 1： 学生は与えられた期間内にどのくらい英会話レッスンを利用
して学習するか。
調査項目 2： 学生の英語学習に対するモチベーションや英語に対する意識
は英会話レッスンを利用することによって変化するか。
調査項目 3： 学生の英語力は変化するか。
調査項目 4： 学生は英会話レッスンを利用して、どのような学習をするか。
調査項目 5： 学生は英会話レッスンに対して、どのような感想を持つか。
3．調査方法
　津田塾大学情報科学科 1 年生の英語演習の授業で希望者を募り、16 名が
調査に参加した。16 名を 8 名× 2 グループに分け、2 ヶ月間の英会話レッス
ンを受講してもらった。調査期間は前半グループが 2012 年 10 月中旬～ 12
月中旬、後半グループが 2012 年 12 月中旬～ 2013 年 2 月下旬である。年末年
始は英会話レッスンが休講であるため、後半グループは期間を延長している。
 　調査期間中、学生はこちらで指定したオンラインのビデオチャットを利
用した英会話レッスンを自由に受講する。英会話レッスン受講のための予約
は学生が各自で行う。ビデオチャットを利用した英会話レッスンについての
詳細は表 3-1 のとおりである。
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表3-1　オンライン英会話レッスン概要
レッスン時間 25 分 / 回
レッスン回数 原則 1 日 1 回を上限として受講可能
レッスンスタイル 講師と一対一
レッスン内容 1. オンライン英会話が提供するテキスト教材
 Basic または Standard のレベルを選択し、教材をブラウザで閲
覧または PDF 形式でダウンロードし内容を理解する
2. ニュース
 NHK, VOA, TED, BIZ 等の Web サイトを選び、内容を理解する
3.  フリートーク
 講師と学生が自由に会話をする
4. 発音練習
 発音教材を用いて重点的に発音を練習する
授業開始時に上記 4 テーマから学生が自由に選択する
その他 ◎ レッスンはビデオチャットアプリ Skype を利用して行われ、
適宜チャット機能を利用したテキストベースのコミュニケー
ションも行われる
◎ 受講時間と講師は受講者の任意選択
◎ 各学生の全レッスンは会話動画とチャット履歴を自動的に記録
　また、学生の英語力、英語学習に対するモチベーションや英語に対する意
識を調査するために、学生には 10 月、12 月、3 月の計 3 回、以下のテスト
及び 2 種類のアンケートに回答してもらった。全 3 回の回答のうち、各学生
の英会話レッスン受講直前の調査を事前調査とし、受講直後の調査を事後調
査とする。（図 3-1）。
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図3-1　テスト及びアンケートの実施時期と英会話レッスン受講期間
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1） Oxford Online Placement Test
　Oxford Online Placement Test[3] は、英語能力を測定するテストであり、ク
ラス分けのための基準として実施されることが多いテストである。テストは
「Use of English」と「Listening」の 2 つのセクションで構成されていて、受験者
が、コミュニケーションの意味を理解するために、英語の文法や語彙の知識
をどの程度正しく使うかを測ることができる。オンラインで実施され、受験
後、即座に自動採点され、結果が通知される。採点結果は、総合と各セクショ
ンについて、それぞれ 0 ～ 120 点のスコアとともに、CEFR（ヨーロッパ言語
共通参照枠 Common European Framework of Reference for Languages）[4] に換
算されたレベルが通知される。
2） Motivation アンケート
　質問項目は、廣森 [5] を参考にし、自己決定理論の分類に基づいた以下の
5 要因に対応した、各要因 5 項目、全 25 項目からなる。全項目は付録のとお
りである。
・ 「無動機」（5 項目）
・ 「外的調整」（5 項目）
・ 「取り入れ的調整」（5 項目）
・ 「同一視的調整」（5 項目）
・ 「内発的動機」（5 項目）
　自己決定理論は、自己決定性 （self-determination） や自律性 （autonomy） の
度合いによって、動機付けとそれに関係している調整 （regulation） の種類を
分類している。無動機、外的調整、取り入れ的調整、同一視的調整、内発的
動機の順に自己決定性の度合いが強くなり、学習過程においては内発的動機
にむけて移行していくのが望ましいとされている。
3） 英語に対する意識アンケート
　質問項目は、Dörnyei[6] を参考にし、以下の 5 観点に対応した、各観点 2
または 3 項目、全 14 項目からなる。全項目は付録のとおりである。
・ 「第二言語コミュニティへの姿勢・態度」（3 項目）
・ 「言語不安」（3 項目）
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・ 「言語的興味（英語という言語に関する興味）」（3 項目）
・ 「自文化中心主義（ethnocentrism）」（3 項目）
・ 「文化的興味（cultural interest）」（2 項目）
　2）、3）のアンケート調査は、オンライン LMS である moodle 上で実施し、
回答時間は無制限とした。また、回答方法には 5 件法（「あてはまる （5）」「ど
ちらかといえばあてはまる （4）」「どちらでもない （3）」「どちらかといえばあ
てはまらない （2）」「全くあてはまらない （1）」）を利用した。なお、2）の「無
動機」と 3）の「言語不安」については反転項目である。
4．調査結果
　2で立てた調査項目に対する調査結果を述べる。
調査項目 1：レッスン回数
　2 か月間の調査期間におけるレッスン回数の平均 36.6 回、最も少ない学生
で 13 回、最も多い学生で 54 回であった。図 4-1 から学生のレッスン回数は
二極化していることがわかる。16 名中 9 名の学生が 30 回以上、つまり 2 日
に 1 回以上、レッスンを受講した。
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図4-1　レッスン回数のヒストグラム
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調査項目 2：モチベーションや意識の変化
1） Motivation アンケート結果
　Motivation アンケートの各質問項目は 1 ～ 5 点の間隔尺度として扱う。5
要因の質問項目数は各 5 項目と、すべて同数であるため、質問項目の素点を
利用して、事前調査と事後調査の比較を行う。1 要因に対する素点は最大 25
点、最小 5 点となる。事前調査、事後調査の基本統計量を表 4-1 に示す。各
要因の点数の平均値を比較すると、事前調査、事後調査ともに、「無動機」が
最も低く、「同一視的調整」が最も高かった。
　また、事前調査と事後調査で各要因の点数を比較した結果、5 要因のうち、
「内発的動機」については、事前調査よりも事後調査の方が対応のある T 検
定により有意に高かった（p=0.036<0.05）。「同一視的調整」については、事前・
事後調査の中央値が満点（25.00）と飽和してしまっているため、変化は見ら
れなかった。さらに、T検定による有意差はないものの、図 4-2より、「無動機」
は左方向へ、「外的調整」「取り入れ的調整」は右方向へと分布が移動している
ことから、自己決定性の度合いがより強い方向へと学生の動機が変化してい
ることがわかる。
表 4-1　Motivation アンケート 基本統計量
（事前調査） 無動機 外的調整 取入的調整 同一視的調整 内発的動機
平均値 12.13 19.00 18.94 24.31 19.75 
分散 21.18 10.80 3.53 1.43 3.80 
標準偏差 4.60 3.29 1.88 1.20 1.95 
歪度 0.54 -0.37 0.40 -1.84 1.20 
尖度 2.18 2.54 2.47 5.27 4.42 
中央値 10.50 19.00 18.50 25.00 19.50 
（事後調査） 無動機 外的調整 取入的調整 同一視的調整 内発的動機
平均値 11.19 20.00 19.81 24.31 21.00 
分散 15.90 14.13 12.96 1.83 5.73 
標準偏差 3.99 3.76 3.60 1.35 2.39 
歪度 0.13 -1.38 -1.16 -2.26 -0.21 
尖度 2.05 4.27 4.48 7.53 1.72 
中央値 12.00 21.00 20.50 25.00 21.00 
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図 4-2　Motivation アンケートによる各要因のヒストグラム
（上段：事前調査、下段：事後調査、横軸：点数、縦軸：人数）
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図4-2-5　内発的動機
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2）英語に対する意識アンケート結果
　英語に対する意識アンケートの各質問項目は 1 ～ 5 点の間隔尺度として扱
う。各観点の質問項目数が異なるため、各観点に対する平均点を求め、事前
調査と事後調査の比較を行う。1 観点に対する素点は最大 5.00 点、最小 1.00
点となる。事前調査、事後調査の基本統計量を表 4-3 に示す。
　また、事前調査と事後調査で各観点の点数を比較した結果、5 観点のうち、
「言語的興味」及び「自文化中心主義」については、事前調査よりも事後調査
の方が対応のある T 検定により有意に高かった（言語的興味：p=0.027<0.05, 
自文化中心主義：p=0.0056<0.05）。その他の 3 観点についても、T 検定によ
る有意差はないものの、図 4-3 より「言語不安」は左方向へ、「姿勢・態度」「文
化的興味」は右方向へと分布が移動していることから、英語に対する意識が
より高まっている方向に変化していることがわかる。
表4-2　英語に対する意識アンケート　基本統計量
（事前調査） 姿勢・態度 言語不安 言語的興味 自文化中心 文化的興味
平均値 3.50 4.04 3.67 3.42 3.47 
分散 0.68 0.53 0.70 0.41 0.98 
標準偏差 0.83 0.73 0.83 0.64 0.99 
歪度 0.81 -0.40 -0.29 -0.80 0.10 
尖度 -0.45 0.61 -0.97 0.65 -1.15 
中央値 3.17 4.00 3.67 3.50 3.25 
（事後調査） 姿勢・態度 言語不安 言語的興味 自文化中心 文化的興味
平均値 1.17 1.35 1.22 1.14 1.73 
分散 0.08 0.06 0.08 0.05 0.25 
標準偏差 0.28 0.24 0.28 0.21 0.50 
歪度 0.81 -0.40 -0.29 -0.80 0.10 
尖度 -0.45 0.61 -0.97 0.65 -1.15 
中央値 1.06 1.33 1.22 1.17 1.63 
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図4-3　英語に関する意識アンケートによる各観点の平均点のヒストグラム
（上段：事前調査、下段：事後調査、横軸：点数、縦軸：人数）
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図4-3-1　第二言語コミュニティへの姿勢・態度
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調査項目 3：英語力の変化
　Oxford Online Placement Test の受験結果のうち、120 点満点の総合スコア
の結果について述べる。事前調査でのスコアと事後調査でのスコアの変化を
図 4-4 に示す。図 4-4 の破線は、事前スコア = 事後スコアとなる直線である。
つまり、破線より上にプロットされる学生はスコアが上がった、下の学生は
スコアが下がったということを表す。 事後調査でのスコアが上がった学生
は 4 名であり、スコアの変化（事後調査でのスコア－事前調査でのスコア）
の最大は 34 点、最小は -23 点、平均は -2.2 点であった。スコアの変化に対し、
対応のある場合の T 検定を行ったが有意差はなかった。
 
図4-4　事前調査と事後調査のスコアの変化
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調査項目 4：レッスン内容
　学生のレッスンを記録した動画及びチャット履歴からレッスン内容を調査
した結果について述べる。ただし、機器の不具合等で記録できなかったレッ
スンは除く。また、記録できなかったレッスン回数が半数以上になった学生
1名は除く。よって、調査対象は 15名となる。
　表 3-1で述べたように、本調査で利用した英会話レッスンサービスで用意
されているレッスン内容は「テキスト」「ニュース」「フリートーク」「発音練習」
の 4つに分類することができる。「テキスト」「発音練習」はあらかじめ用意さ
れているテキストを題材にレッスンを受講するのでテキスト主導型学習と言
え、「ニュース」「フリートーク」は学生自ら選んだ題材でレッスンを受講する
ので学習者主導型学習と言える。
　図 4-5に各学生のテキスト主導型学習と学習者主導型学習ごとの受講回
数を示す。15名の学生を、受講回数が平均より多い 8名と少ない 7名の 2
群に分け、受講回数におけるテキスト主導型学習の割合について T検定
を行った。これにより、レッスンの受講回数が少ない学生は、多い学生に
対してテキスト主導型学習の割合が有意に大きいということがわかった
（p=0.00078<0.01）。さらに、受講回数が多い学生は、テキスト主導型学習と
学習者主導型学習のどちらも適度に取り入れている傾向が図 4-5よりみるこ
とができる。
図4-5　テキスト主導型学習と学習者主導型学習ごとの受講回数
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調査項目 5：学生からの感想
1） インタビュー
　実験開始後１ヶ月の時点で、オンライン英会話に関するインタビューを実
施した。項目と回答内容は表 4-3 のとおりである。
　レッスン内容に関しては、個人差があるものの、受講開始の頃はテキスト
や発音練習を中心に行うテキスト主導型学習が多く、徐々にニュースやフ
リートークの学習者主導型学習に移行する傾向がみられる。また、初めはい
ろいろな講師とレッスンを行うが、徐々に相性の良かった講師数名に固定し、
レッスンを行っている傾向がみられる。英会話に対しては、開始して１ヶ月
の時点で、「話すことが楽しい」「間違いを気にしなくなった」という学生が多
く、英語で話すことへの抵抗感が減少していることがうかがえる。
表4-3　インタビュー回答の抜粋
1. どのようなレッスンをしていますか？
ベーシックから発音（英語を話すことに抵抗がありニュースはやっていない）
NHK, VOA のニュース
ベーシックからニュース
発音、フリートーク、これからニュースをやっていきたい
発音、ニュース 3 回、フリートーク
10 分フリートーク＋ VOA ニュース（3 日で 1 記事）
ベーシックテキストからフリートーク（12 月以降レッスンしていない）
2. 先生はどのように選んでいますか？
いつもバラバラ（同じ質問を繰り返ししてもらい、定着させるため）
5 人ローテーション（ネットの口コミサイトで良かった先生／友人の勧め）
インターネットで評判の良い先生／友人の勧め／同じ専門
最初はいろいろな先生とやり、今は固定
最初はいろいろな先生とやり、今はその中から気に入った二人
4 人固定（プロフィールを読んで興味を持った先生）
毎回違う（いろいろな先生と話をしたいから）
3. 気に入った先生はいましたか？どんな先生ですか？
話題を広げてくれる先生や気さくな先生
フレンドリーな先生
相性が良い先生
217299_津田塾紀要_no46-4校0305.indb   220 2014/03/05   19:58:11
ビデオチャットを利用した英会話レッスンの効果について　　　221
優しく、きちんと間違いを指摘してくれる先生
次回の学習内容を提案してくれる先生
発音が良く、自分の発音を指摘してくれる先生（何も指摘してくれない先生は不安）
1 回目のレッスンが良かった先生
面白い先生
4. 毎日レッスンを受けるのは大変ですか？どんなところに苦労していますか？
疲れているとき、眠いとき
次回レッスンを予約するのを忘れる
英語が出てこない
毎日時間を確保することが難しい
最初は 3 日実施しなかったが、3 日に一度になり、今は毎日受けている
1 ヶ月経ってようやく慣れてきた
時間を固定しているので苦ではない
5. オンライン英会話を受講し、何か新しい発見はありましたか。
自分の語彙力が足りないと感じる
Oral の授業で言葉がすぐに出てくるようになった
話すことに抵抗がなくなった、言えば伝わると気づいた
初めは英語で言えないので言いたいことを流していたが、順番が変でもいいから最後
まで言うように心がけるようになった
先生も熱心に話を聞いてくれ、間違えたときは指摘してくれるのでやりやすい
Are you fresh? という言葉
だんだん聞きとれるようになった
6. オンライン上で会話することに対し、困った点はありますか。
予約が直前すぎて先生が来なかった
英語がすぐに出てこない
先生が違うことをしていて集中していないときがある
金銭面の話はしない方がいいと思った
言いたいことが言えない
7. レッスンについて、何か要望はありますか？
前回の続きをしたくても、先生が何をやっていたか忘れているので再度最初からに
なってしまう
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8. オンライン英会話を受講し、英語学習に対する考え方、態度、motivation などはどの
ように変化しましたか
決まり文句などはスラスラ言えるようになった
英会話を習っているので、その繋がりから昔より【言える】と感じる
もっと話したいと思うようになった
話すことが怖くなくなった
勉強になる
毎日やることも苦でなく、すごく楽しいので終わった後もぜひ続けたい（以前はやら
されている感があった）
英語は元々好きだが、あまり話せないので海外に行けないと思った
9. 英語で会話することに対し、気持ちはどのように変化しましたか？ 
抵抗が減った
もっと話したいと思うようになった
oral の授業がやりやすくなった
今までは授業中に英語を話したくなく、頭の中で考えて準備してから話していたが、
最近は間違えても気にしなくなった
10. 英語演習の授業で TOEIC の勉強をしていますが、リスニングに関して変化はありま
したか。
5W1H が以前より聞き取れるようになった
リスニングが聞きとれるようになった／ Oral の授業でわかるようになった
リスニングの勉強をしてないからわからない
ニュースレッスンでリーディングと要約の練習をしているので、その力はついている
と思う
リスニングは元々得意、会話力をつけたいので始めた
聞き取れるようになった気がするが TOEIC スコアには変化がなかった
300 点から 450 点に上がった
聞き取れるようになったが oral の授業で変化が感じられない
11. オンライン上で学習することに対し、何か意見があればどうぞ。
時間も長過ぎずやりやすい
相手がいるので集中力がキープできる
予定に合わせやすい
問題集よりやりやすい
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2） 自由記述形式のアンケート
　実験終了後、オンライン英会話に関する自由記述形式のアンケートを
moodle上で実施した。回答結果の抜粋は表 4-4のとおりである。
　英語学習に対するモチベーションに関しては、総じて楽しむことができた
学生がほとんどであり、意欲的な様子がうかがえる。一方で、毎日会話をす
ることに関して負担に感じ、義務的に受講していた学生もいることがわかる。
　さらに、英語に対する抵抗感が減少し、英会話を続けていきたいという意
見も多く、英語に対する意識の高まりがみられる。また、自身のリスニング
スキル、スピーキングスキルに変化があったと感じている学生が多い。講師
とのコミュニケーションが自信につながっているようである。一方では、語
彙不足によって流暢な返答ができない、一日でも休むと話しづらくなるとい
う意見もあった。
　また、ビデオチャットに関しては、時間と場所を自由に決めることができ
る点に対して評価が高かったが、接続状況に左右されるという欠点もある。
実際、レッスン期間中には半数近くの学習者から接続不良の報告があった。
オンライン英会話サービスのシステムについては、時間や場所の拘束がなく、
好きな講師を予約できる点についてほとんどの学生が評価している。一方で、
休講や急なキャンセルへの不満の声も多かった。また、教材の充実度は個人
によって受ける印象が異なることがわかる。
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表4-4　自由記述によるアンケート回答の抜粋
モチベーションに関して
＋ 会話をするため聴き取ろうと頑張るところ
＋ 相手は日本語がわからないので、がんばって話そうとする
＋ 全体的に思っていた以上に大変面白かった
＋ Freetalk をすることが出来るので、あまり気を張らずにすむ
＋ ほぼ毎日楽しくできた
－ 毎日というのが少し億劫だった
－ 楽しかったが、毎日続けるのは難しい
－ 目標を設定しないとためにならないと感じた
英語に対する意識に関して
＋ 英語を話すことへの抵抗感が減った
＋ 発音が上達した
＋ 速度の速い英語が少しずつ聞けるようになった
＋ 文章から新しい単語と知識を得ることができ良かった
＋ 日本では英語で会話する機会が少ないため、外国の人と英語を話す機会はとても貴重
で、英語への意識が高まった
＋ 楽しかったので何か別の手段で英会話を続けたいと思った
＋ 英会話はとても苦手だったが、この学習を通して自信がついたので、引き続き英語の
勉強を頑張りたい
＋ 普段の授業ではあまり英会話ができないので、今後も自分でオンライン英会話を続け
ていきたい
＋ 文法的な英語力が身に付いたかはわからないが、以前から Skype やメッセージをして
いる外国の友人に「会話がうまくなった」「話し言葉でのメッセージに変わった」と言
われて良かった
＋ 初めはとても緊張し、当たり前の英語さえも分からなくなることがあったが、徐々に
慣れ、授業前に心の準備をせずとも授業を始められるようになり、最後の方は、少し
楽しみながら会話をすることもでき、充実していた
＋ 英語を学ぶ楽しさと重要性を感じることが出来た
＋ 情報科の卒業必須である TOEIC600 点を目指してこれからも英語の勉強を頑張って行
きたい
－ 毎日続けると落ち着いて話せるようになってきたと感じる反面、一日でも休むとすぐ
に話しづらくなっているとも感じた。
－ 語彙が足りず、言いたいことがいえないもどかしさを感じることが何度もあった。
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ビデオチャットに関して
＋ 自分の都合の良い時間を気軽に選ぶことができる
＋ 自宅でできる（体調が悪くてもできる）
＋ 1 対 1 で話せる
＋ 顔を見ながら会話ができる
－ オンライン英会話をすることを忘れたり、パソコンを立ち上げるのが面倒に感じる時
もあった
－ Skype や回線の不具合で通信状況が悪いことがある（声が聞き取りづらい、映像が止
まる）
英会話レッスンサービスに関して
＋ 簡単に時間変更・予約を行える
＋ 毎日英語に触れることができる
＋ 講師を選ぶことができ、その結果多くの講師と会話することができる
＋ 講師がわかりやすく教えてくれる（間違いの指摘、発音の改善、話をゆっくり聞いて
くれる等）
＋ 普段接点のない人と話す機会が得られる
＋ 講師プロフィールを参考に自分のレベルにあった講師を見つけることが出来る
＋ 講師が同年代なので、音楽や映画、興味のあること、興味のある文化など、話が合っ
て実践的で面白い
＋ 英会話教材が豊富
＋ 実際に話せるようになるには Free talk をするのが 1 番良いと思った。聞き取れないこ
とも多々あったが、優しい先生ばかりで楽しく会話することができた。
＋ 先生によってはカードなどを使って発音を教えてくれてわかりやすかった。
＋ 「近いうちに英語を使って仕事をする／海外旅行をする」といった状況におかれた際
にオンライン英会話を受講するといいと思った。
＋ ニュース教材では、リーディング力、リスニング力、コミュニケーション力の 3 つの
力を同時に高めることができたので良かった
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－ 講師によって授業の質が異なる（良い講師と悪い講師の差が激しい、自分に合う講師
とそうでない講師がいる）
－ フィリピンのなまりや、スカイプの不具合で発音の面では的確なアドバイスをもらえ
なかった
－ 講師のキャンセルがあって授業ができないことも度々あった
－ 休講が多いのが気になった
－ 休講の連絡が 1 時間くらい前にあり、直前で困った
－ 先生の中には、授業中に別の作業をしている講師もおり、適当な印象を受けた
－ 数日前しか予約ができないため、予約を忘れたり、面倒に思ってしまう
－ パソコン上の教科書での授業は、ただ読んでいるだけな気がした
－ テキスト通りに淡々と進められることがあり、あまり頭を使うことがなかったため、
得られるものが少ないときがあった
－ 教材があまり豊富とは言えないのでもっと幅広いレベルと分野の教材を取り入れるべき
5．分析
　2 で立てた各調査項目に対し、4 の調査結果からさらに分析を行う。調査
項目 1 についてはクラスタリングを行い、また、調査項目 2, 3 については重
回帰分析を行うことで、事前調査の結果から、どういった学生がどの程度英
会話レッスンを受容するかを予測するためのモデルを作成する。このような
予測モデルを作成することができれば、英会話レッスンを導入する際、受講
前に各学生の英会話レッスンの効果を予測することができる。
調査項目 1：レッスン回数
　4 で述べたとおり、半数以上の学生が 2 日に 1 回英会話レッスンを受講し
たが、分散が 241.18 であり、ばらつきが非常に大きい。そこで、どういっ
た学生が英会話レッスンを多く受講したかを分析するために、Motivation ア
ンケートの 5 要因の平均点、英語に関する意識調査の 5 観点それぞれの平均
点の、10 項目について、k-means 法で 2 つのクラスター A, B に分類した。ク
ラスター A は、英語に関する意識が総じて高く、英語を「興味の対象」と捉
えていることが特徴である。また、クラスター B は、英語を「勉強」と捉え
ていることが特徴である。図 5-1 に、事前の Oxford Placement Test のスコア
とレッスン回数の相関を示す。図中の●がクラスター A、▲がクラスター B
の学生である。クラスター A では、事前スコアとレッスン回数の相関係数
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が 0.78 と、高い相関がある。このことから、英語を興味の対象として捉え
る学生は英語力が高いほど、オンライン英会話に熱心に取り組んだと言える。
一方、クラスター B では相関係数は -0.14 と、ほとんど相関がないものの若
干の負の相関がある。このことから、英語を勉強として捉える学生は、英語
力が高くなるほど、英会話レッスンの受講回数が少なかったと言える。
 
図5-1　事前スコアとレッスン回数の相関
調査項目2：モチベーションや意識の変化
　4 で述べたとおり、自己決定性の度合いがより強い方向へと学生の動機が
変化していることがわかったので、移行することが望ましいとされている「内
発的動機」の変化はどういった学生が大きかったのかを分析する。そこで、
Motivation アンケートの「内発的動機」の事前調査と事後調査との差を目的変
数、事前調査の結果を説明変数として、重回帰分析（ステップワイズ法）を行っ
た。利用した事前調査の結果は、事前の Oxford Placement Test のスコアを正
規化したもの、Motivation アンケートの 5 要因それぞれの平均点、英語に関
する意識調査の 5 観点それぞれの平均点の、11 項目である。ステップワイ
ズ法の結果、6 つの説明変数による重回帰式が得られた（表 5-1）。調整済み
決定係数は 0.4384 であった。6 つの説明変数のうち、「取り入れ的調整」「文
化的興味」が大きくマイナスに寄与し、「内発的動機」「第二言語コミュニティ
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に対する姿勢・態度」が大きくプラスに寄与している。このことから、元々
自発的に英語を勉強しているが、その勉強は成績のためにしているわけでは
なく、英語を話す人々への関心が高い学生の「内発的動機」が大きく変化し
ていることが言える。
表5-1　目的変数を「内発的動機の変化」としたときの各説明変数への重み付け
Estimate Std.Error t-value Pr(>|t|)
(Intercept) -0.71 1.25 -0.57 0.58
内発的動機 0.44 0.38 1.16 0.28 
取り入れ的調整 -0.56 0.31 -1.80 0.11 
姿勢・態度 0.39 0.18 2.22 0.05 .
言語的興味 0.31 0.23 1.36 0.21 
文化的興味 -0.43 0.16 -2.66 0.03 *
事前スコア 0.20 0.16 1.22 0.25 
（「***」 Pr<0.001、 「**」 Pr<0.01、 「*」 Pr<0.05、 「.」 Pr<0.1）
調査項目 3：英語力の変化
　4 で述べたとおり、スコアの変化に有意差はなく、英会話レッスンの受講
により必ずしもスコアが伸びるとは限らないということがわかった。そこで、
Oxford Online Placement Test スコアの事前調査と事後調査との差を目的変数、
事前調査の結果を説明変数として、重回帰分析（ステップワイズ法）を行った。
利用した事前調査の結果は調査項目 2と同様である。ステップワイズ法の結
果、5 つの説明変数による重回帰式が得られた（表 5-2）。調整済み決定係数は
0.6801であった。5つの説明変数のうち、プラスの寄与が大きい説明変数は「取
り入れ的調整」であり、「同一視的調整」がマイナスに大きく寄与している。こ
のことから、英語学習は成績のためにやっている意識が強く、自分自身の成
長のためだとは思っていない学生のスコアが上がったということが言える。
表5-2　目的変数を「スコアの変化」としたときの各説明変数への重み付け
Estimate Std.Error t-value Pr(>|t|)
(Intercept) 243.39 53.21 4.57 0.0010 **
内発的動機 -8.92 6.90 -1.29 0.23 
同一視的調整 -53.71 10.67 -5.03 0.0005 ***
取り入れ的調整 16.82 7.80 2.16 0.06 .
姿勢・態度 4.21 3.19 1.32 0.22 
言語的興味 -8.19 3.96 -2.07 0.07 .
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（「***」 Pr<0.001、 「**」 Pr<0.01、 「*」 Pr<0.05、 「.」 Pr<0.1）
6．まとめ
　ビデオチャットを利用した英会話レッスンを 16 名の学生に 2 か月間受講
してもらい、そのレッスンが学生にどのような影響を与えるかを調査した。
調査項目 1：学生は与えられた期間内にどのくらい英会話レッスンを利用し
て学習するか。
　2 か月間で、半数以上の学生が 2 日に 1 度は英会話レッスンを受講した。
中でも、英語への興味関心が高い学生は、元々の英語力と英会話レッスンの
受講回数が比例するということがわかった。
調査項目 2：学生の英語学習に対するモチベーションや英語に対する意識は
英会話レッスンを利用することによって変化するか。
　自己決定性の度合いがより強い方向へと学生の動機が変化していることが
わかった。また、英語学習を成績のためにしているわけではなく、英語を話
す人々への関心が高い学生に高い効果を与えることがわかった。
調査項目 3：学生の英語力は変化するか。
　必ずしもスコアが上がるというわけではなかったが、英語学習は成績のた
めにやっている意識が強く、自分自身の成長のためだとは思っていない学生
に対しては有効であるということがわかった。
調査項目 4：学生は英会話レッスンを利用して、どのような学習をするか。
　テキスト主導型学習を多く行った学生は、レッスン受講回数が少なく、テ
キスト主導型学習と学習者主導型学習のどちらも適度に取り入れて学習して
いる学生は、レッスンの受講回数も多い傾向があることがわかった。また、
受講開始時はテキスト主導型学習が多く、徐々に学習者主導型学習に移行す
る傾向が見られた。さらに、初めはいろいろな講師とレッスンを行い、徐々
に講師を固定してレッスンを行っている傾向も見られた。
調査項目 5：学生は英会話レッスンに対して、どのような感想を持つか。
　英会話に対しては、開始して１ヶ月の時点で、英語で話すことへの抵抗感
が減少している学生が多く、実験終了後も意欲的な様子がうかがえ、英語に
対する意識の高まりがみられた。一方で、毎日会話をすることに関して負担
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に感じ、義務的に受講していた学生もいることがわかった。また、自身の英
語スキルに変化があったと感じている学生が多かったが、語彙不足を実感し
ている学生もいた。
　オンライン英会話レッスンのシステムに関しては、時間と場所の拘束が無
い点に対して評価が高かったが、休講や急なキャンセル、接続状況に左右さ
れる点に関しては改善を求める意見があった。
　以上より、ビデオチャットを利用した英会話レッスンは、学生の英語学習
に対するモチベーションを高め、英語に対する意識も高めることに効果があ
るといえる。しかし、学生によって受け入れ方や効果は異なり、全員に等し
く大きな効果があるとは言えない。本調査では、事前に Motivation アンケー
ト、英語に対する意識アンケート、英語力のテストを行うことにより、各学
生の英会話レッスンの費用対効果をあらかじめ予測することができる可能性
があることを示した。
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付録 -1　Motivationアンケート　全25項目
無動機（5 項目）
1 英語の授業から何を得ているのかわからない
2 英語は勉強しても、成績が上がらないような気がする
3 英語を勉強する理由をわかろうとは思わない
4 英語の何を勉強しているのか、よくわからない
5 時間を無駄にしているような気がする
外的調整（5 項目）
6 良い成績を取りたい
7 英語を勉強するのは決まりのようなものだ
8 周りの大人に英語を勉強するよう、うるさく言われる
9 英検などの資格を取りたい
10 英語を勉強しなければならない世界だ
取り入れ的調整（5 項目）
11 教師に自分は良い生徒だと思われたい
12 英語を勉強しておかないと、あとで後悔すると思う
13 英語で会話ができると、何となく格好が良い
14 英語を勉強しなければ、気まずいと思う
15 英語くらいできるのは普通だと思う
同一視的調整（5 項目）
16 将来使えるような英語の技能を身につけたい
17 英語の勉強は自分にとって必要なことである
18 英語を身につけることは重要だと思う
19 外国語を少なくともひとつは話せるようになりたい
20 自分の成長にとって役立つ
内発的動機づけ（5 項目）
21 英語の勉強は興味をそそる
22 英語を勉強するのは楽しい　
23 英語の授業は楽しい
24 英語の知識が増えるのは楽しい
25 英語を勉強して新しい発見があるとうれしい
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付録 -2　英語に対する意識アンケート　全14項目
第二言語コミュニティへの姿勢・態度（3 項目）
1 英語圏の国々に旅行するのが好きだ
2 英語圏出身の人々が好きだ
3 英語圏出身の人々についてもっと知りたい
言語不安（3 項目）
4 英語のネイティブスピーカーと話すことは緊張する
5 授業で英語を話すことは緊張する、不安である
6 外国人に英語で話しかけられることは緊張する、不安である
言語的興味（3 項目）
7 英語の会話に興味がある
8 日本語と英語の違いに魅力を感じる
9 英語のリズムは面白い、楽しい
自文化中心主義 Ethnocentrism（3 項目）
10 日本と異なる文化や価値観に興味がある
11 他の文化が日本に似てくれればうれしい
12 日本人であることは誇りだ
文化的興味 Cultural Interest（2 項目）
13 英語圏の音楽が好きだ
14 英語の新聞、雑誌、本が好きだ
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